
当市内における地域協働体では、

それぞれが工夫をこらした情報発信

を行っています。このたび、いちのせ

き市民活動センターのホームページ

内に、各協働体のインターネットを活

用した情報発信の状況を一覧化した

ページを増設しました。下記QRコード

を読み込むか、下記URLからアクセ

スし、ご活用ください。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2021.４
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「無事カエル」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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岩手県南、宮城県北の地域史の調

査・研究を目的とする岩手県南史談

会では、現在、新規会員を募集して

います。主な活動は、研究発表会や

年１回の研究紀要の発行のほか、地

域史の調査・研究をしています。

いつでも誰でも入会が可能で、現在

は約60人の会員がいます。詳しくは

下記までお問合せください。

働くことに悩みを抱えている15～

49歳までの方を対象に就労支援事

業を行う「いちのせき若者サポートス

テーション」の支援対象が変更されま

した。これまでは在学中の「卒業・修

了年度の進路が未決定」の学生は

支援対象外でしたが、令和３年１月

から支援対象となり、卒業を控えてい

るのに進路が決まらず不安を抱える

学生などの想いに相談員が寄り添え

るようになりました。詳しくは下記まで

お問合せください。

本場韓国料理のカフェ開業を目指

す花泉町の女性たちが、自宅の一部

を改装し、「そうざい製造業」の許認

可を取得しました。４月１日より、韓国

風海苔巻き「キンパ」を販売開始しま

す。仕出しの注文にも下記営業日で

対応可能です。前日17時までにご予

約ください。その他、営業日以外の注

文・数量・配達地域などは下記まで

お気軽にご相談ください。

清庵の里

会員募集中

募集

岩手県南史談会

会員募集中

募集

「アクティブシニアTV」

制作のお知らせ

情報

情報 「地域協働体」の

情報発信状況について

情報

年会費年会費年会費年会費：

<法人会員> １０,０００円

<個人会員> ３,０００円

問合問合問合問合：０９０-８２５６-２８６６（小川）

０１９１-２３-３４３４

（一関商工会議所内）

FacebookFacebookFacebookFacebookページページページページ：「清庵の里」で検索

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 55729 -59 24302 +8

花泉 12538 -39 4714 -4

川崎 3457 -5 1292 0

千厩 10356 -22 4108 +1

大東 12666 -19 4958 -2

東山 6287 -12 2305 -4

室根 4659 -19 1780 +3

藤沢 7525 -1 2807 0

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 113217 -176

世帯数 46266 +2

出生数 27 -14

2021年３３３３月月月月１１１１日日日日付

(2021年２月28日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

進路未決定の卒業予定者

「サポステ」支援対象へ

年会費年会費年会費年会費：３,０００円

※会員には毎年、研究紀要が届けら

れます。

問合問合問合問合：０１９１-２４-３７４１

✉bigi_ko@yahoo.co.jp

（岩手県南史談会事務局：大島）

対象追加対象追加対象追加対象追加：卒業・修了年度の「進路が

未決定の卒業予定者」

問合問合問合問合：０１９１-４８-４４６７

（いちのせき若者サポートステーション）

本誌団体紹介ページでご紹介した

「清庵の里」では、一緒に建部清庵の

功績を後世に継承していく会員を募

集しています。会員種別は企業・団

体として参加する法人会員と、個人

会員の２種あります。

詳しくはFacebookページ内のメッ

セージまたは下記からご連絡ください。

本場韓国料理の総菜

注文・販売開始

情報

販売先販売先販売先販売先：道の駅厳美渓、新鮮館おおまち

※毎週月・火曜日のみ

価格価格価格価格：１パック５００円(税込５４０円)

営業日営業日営業日営業日：土・日・月・火曜日

問合問合問合問合：一関市花泉町油島字鴻ノ巣87

０８０-１６５５-８９２３（鈴木）

ＨＰＨＰＨＰＨＰ：https://www.center-i.org/

トップページより「地域

協働体リンク」をクリック

問合問合問合問合：０１９１-

２６-６４００

（いちのせき

市民活動センター）

１｜二言三言｜ 産婦人科野田 野田隆弘さん(前編)

３｜団体紹介｜ 清庵の里

５｜地域紹介｜ 鴨地自治会 （川崎）

７｜企業紹介｜ 有限会社 幽玄洞観光 （東山）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴⑨

９｜センターの自由研究｜ 仕事の流儀「葉たばこ」～後編②～

今月の表紙

複数の蕾がついた「葉タバコ」。星型でピンク色の可愛らしい花が咲き

ますが、実はこの花は開花前に摘み取られてしまいます。「心止め」と呼

ばれるその作業は、主役である「葉」に充分な栄養を行き渡らせるために

行われます。ちなみに完全契約栽培の葉タバコですが、観賞用として一

般の人でも入手できる品種もあるようです（「ニコチアナ」で検索！）。

一関市シニア活動プラザでは、利用

団体や2020年度主催事業などを紹

介する動画「アクティブシニアTV」を制

作し、ホームページや動画投稿サイト

YouTubeで公開しています。今年２月

に開催予定だった活動団体の交流と

情報交換、成果発表の場「シニア・

フェスタ2021」の中止に伴う代替企画

でもあります。動画は下記QRコードか

らも視聴可能です。

問合問合問合問合：：：：０１９１-３１-８１１８

（一関市シニア活動プラザ）

←ホームページ

https://www.

ichinosekishakyo.

com/senior/

↑ＹｏｕＴｕｂｅ



「不妊治療」の「選択肢」を広げて「不妊治療」の「選択肢」を広げて「不妊治療」の「選択肢」を広げて「不妊治療」の「選択肢」を広げて

～正しい理解とサポート環境の構築～～正しい理解とサポート環境の構築～～正しい理解とサポート環境の構築～～正しい理解とサポート環境の構築～ 【【【【前編前編前編前編】】】】

地域の「気になる人」を対談でご紹介

産婦人科野田 医師(医学博士) 野田隆弘さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹第８２回
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が

大

事

で

、

家

系

の

発

展

の

た

め

に

子

ど

も

を

持

ち

ま

し

た

が

、

戦

時

中

に

な

る

と

、

国

を

強

く

す

る

た

め

に

出

産

が

奨

励

さ

れ

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

産

め

よ

殖

や

せ

よ

」

政

策

で

す

ね

(

苦

笑

)

。

野

田

野

田

野

田

野

田

そ

う

。

そ

し

て

近

年

の

日

本

政

府

は

Ｇ

Ｄ

Ｐ

を

あ

げ

る

た

め

に

と

言

っ

て

い

ま

す

よ

ね

。

で

も

、

個

人

の

立

場

と

す

れ

ば

、

Ｇ

Ｄ

Ｐ

な

ん

て

意

識

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

く

、

自

分

た

ち

の

た

め

で

あ

り

、

「

自

分

の

人

生

を

前

に

進

め

る

た

め

」

に

妊

娠

を

望

ん

で

い

ま

す

。

よ

う

や

く

「

自

分

た

ち

の

人

生

・

幸

せ

の

た

め

に

子

ど

も

を

持

つ

」

と

い

う

こ

と

が

大

き

な

声

で

言

え

る

時

代

に

な

っ

た

ん

だ

と

も

言

え

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

か

に

、

時

代

に

よ

っ

て

妊

娠

・

出

産

に

対

し

て

の

価

値

観

が

違

う

の

で

、

地

域

の

中

で

話

を

す

る

時

に

、

今

の

先

輩

世

代

と

は

話

が

合

わ

な

い

部

分

が

あ

り

ま

す

。

野

田

野

田

野

田

野

田

実

は

「

不

妊

治

療

」

の

考

え

方

も

変

化

が

生

じ

て

き

て

い

て

。

最

近

は

「

不

妊

治

療

≒

体

外

受

精

」

と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

く

ら

い

、

体

外

受

精

が

メ

イ

ン

に

な

っ

て

き

て

し

ま

っ

て

い

ま

す

。

不

妊

治

療

に

関

す

る

学

会

に

出

席

し

て

も

、

体

外

受

精

を

し

て

い

る

開

業

医

が

急

増

し

て

い

る

実

感

が

あ

り

ま

す

。

国

と

し

て

も

不

妊

治

療

の

保

険

適

用

を

…
…

と

言

う

の

は

、

実

際

の

と

こ

ろ

体

外

受

精

を

指

し

て

い

る

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

体

外

受

精

が

メ

イ

ン

に

な

っ

て

き

て

い

る

背

景

は

何

な

ん

で

し

ょ

う

か

？

野

田

野

田

野

田

野

田

受

精

す

る

確

率

や

１

回

あ

た

り

の

効

率

が

高

い

こ

と

で

す

か

ね

。

た

だ

、

体

外

受

精

と

い

う

の

は

、

本

来

は

受

精

卵

が

子

宮

に

移

動

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

卵

管

閉

塞

の

患

者

さ

ん

の

た

め

の

治

療

法

で

す

。

そ

れ

が

、

最

近

は

卵

管

閉

塞

以

外

の

人

で

も

、

妊

娠

の

確

立

が

高

い

た

め

に

、

体

外

受

精

を

行

う

人

が

増

え

て

い

る

現

状

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

不

妊

治

療

と

い

う

言

葉

は

一

般

的

に

な

っ

て

き

て

い

ま

す

が

、

具

体

的

な

理

解

は

な

い

の

が

正

直

な

と

こ

ろ

で

す

。

実

際

、

不

妊

症

を

「

治

す

」

と

い

う

治

療

方

法

が

あ

る

ん

で

す

か

？

野

田

野

田

野

田

野

田

不

妊

治

療

で

来

院

さ

れ

る

患

者

さ

ん

の

大

多

数

が

「

自

分

に

は

治

療

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

要

因

が

あ

っ

て

、

治

療

し

た

ら

妊

娠

で

き

る

」

と

い

う

ス

ト

ー

リ

ー

を

抱

い

て

来

ま

す

が

、

実

際

に

は

そ

の

図

式

に

当

て

は

ま

る

人

は

ご

く

わ

ず

か

で

す

。

ほ

と

ん

ど

の

人

が

、

全

く

原

因

は

な

い

が

妊

娠

し

な

い

、

も

し

く

は

妊

娠

率

は

ゼ

ロ

で

は

な

い

け

ど

、

少

し

確

率

が

低

い

と

い

う

ケ

ー

ス

で

す

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

れ

は

意

外

で

す

。

治

療

が

必

要

な

ケ

ー

ス

と

い

う

の

は

？

野

田

野

田

野

田

野

田

メ

ジ

ャ

ー

な

要

因

は

大

き

く

３

つ

あ

っ

て

、

無

排

卵

症

、

卵

管

閉

塞

、

高

度

乏

精

子

症

で

す

。

こ

の

３

つ

の

場

合

、

治

療

し

な

け

れ

ば

絶

対

に

妊

娠

で

き

ま

せ

ん

が

、

逆

に

治

療

す

れ

ば

妊

娠

で

き

ま

す

。

治

療

法

と

し

て

は

薬

や

手

術

、

先

ほ

ど

言

っ

た

体

外

受

精

な

ど

が

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

実

に

治

療

が

必

要

な

症

状

が

少

な

い

と

な

る

と

、

そ

れ

以

外

の

人

は

ど

の

よ

う

な

診

察

を

？

野

田

野

田

野

田

野

田

一

般

不

妊

治

療

と

し

て

、

基

礎

体

温

や

超

音

波

検

査

な

ど

で

排

卵

日

や

排

卵

周

期

を

明

ら

か

に

し

た

り

、

人

工

授

精

な

ど

が

あ

り

、

そ

れ

は

そ

れ

で

脈

々

と

学

問

の

流

れ

が

あ

る

わ

け

で

す

。

僕

と

し

て

は

、

こ

う

し

た

ク

ラ

シ

カ

ル

な

不

妊

治

療

に

力

を

入

れ

て

い

る

と

い

う

立

場

で

す

。

基

礎

体

温

を

し

っ

か

り

見

て

、

タ

イ

ミ

ン

グ

を

合

わ

せ

て

あ

げ

た

り

、

要

は

妊

娠

に

至

る

ま

で

気

持

ち

が

折

れ

ず

に

や

っ

て

い

け

る

よ

う

に

、

本

人

た

ち

の

努

力

を

サ

ポ

ー

ト

す

る

と

い

う

部

分

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

不

妊

治

療

」

と

い

う

言

葉

か

ら

、

「

悪

い

所

を

治

し

て

妊

娠

す

る

」

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

を

抱

き

が

ち

で

す

が

、

実

際

に

は

「

妊

娠

で

き

る

よ

う

に

サ

ポ

ー

ト

す

る

」

と

い

う

方

が

近

い

ん

で

す

ね

。

野

田

野

田

野

田

野

田

世

の

中

で

は

「

不

妊

治

療

＝

悪

い

所

を

治

し

て

妊

娠

」

と

思

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

実

際

に

行

わ

れ

て

い

る

の

は

「

体

外

受

精

を

し

て

早

く

妊

娠

で

き

る

よ

う

に

す

る

」

と

い

う

構

図

で

す

。

確

か

に

体

外

受

精

だ

と

、

ど

う

し

て

も

体

外

受

精

が

必

要

な

人

も

、

そ

う

で

は

な

い

人

も

、

あ

る

程

度

の

年

齢

ま

で

は

半

分

強

の

人

が

妊

娠

す

る

…
…

。

た

だ

し

、

体

外

受

精

は

地

理

的

に

も

経

済

的

に

も

負

担

が

大

き

い

ん

で

す

。

お

金

も

時

間

も

あ

っ

て

、

体

外

受

精

を

す

る

環

境

に

あ

る

人

は

ご

く

一

部

で

す

。

野

球

に

例

え

る

と

、

メ

ジ

ャ

ー

リ

ー

ガ

ー

を

使

っ

て

ホ

ー

ム

ラ

ン

を

狙

う

の

か

、

打

率

低

い

人

た

ち

が

頑

張

っ

て

毎

回

バ

ン

ト

と

か

で

で

も

塁

に

出

よ

う

と

す

る

の

か

、

と

い

う

違

い

で

す

。

ど

ち

ら

に

し

て

も

良

い

成

績

は

出

せ

る

ん

だ

か

ら

、

ど

ち

ら

を

選

択

し

て

も

良

い

よ

う

に

、

ど

ち

ら

で

も

選

択

で

き

る

よ

う

な

状

態

を

作

っ

て

あ

げ

た

い

の

で

、

ク

ラ

シ

カ

ル

な

治

療

に

力

を

入

れ

な

が

ら

も

、

体

外

受

精

を

行

う

病

院

と

の

連

携

も

し

て

い

ま

す

。

【

次

号

へ

続

く

】

２

/ 113,217

二言

三言

医

療

法

人

平

成

会

医

療

法

人

平

成

会

医

療

法

人

平

成

会

医

療

法

人

平

成

会

産

婦

人

科

野

田

産

婦

人

科

野

田

産

婦

人

科

野

田

産

婦

人

科

野

田

電

話

電

話

電

話

電

話

０

１

９

１-

２

３

-

０

６

０

８

※

定

休

日

火

・

木

曜

日

※１ 排卵日に合わせて、洗浄・濃縮した運動精子を直接子宮内に入れる方法 ／ ※２ 子宮の左右にある卵巣と子宮をつなぐ「卵管」が閉塞している状態

※３ 様々な要因により排卵が起こらない状態(月経不順含む) ／ ※４ 精子の数が一般的な数値よりも少ない状態(１ccあたり500万以下)

※

１

※

２

※

３

※

４

※５ 体外受精を行う病院は、県内では盛岡のみのため、仙台の病院に通う人も。１年間にかかる費用は100万円程になるケースも(卵子の採取数や、凍

結の有無、受精方法等によって異なる)。

※

５

弘前大学医学部を卒業し、産婦人科医としての経

験を積みながら、平成16年には東北大学にて博士号

取得。東北大学病院のほか、宮城県のスズキ記念病

院、仙台ARTクリニックなど、生殖医療専門病院で

の経験も豊富。平成30年、本格的にＵターンし、産

婦人科野田での治療一本に(以前から週に１～２回

の出張診療を行っていた)。昭和43年一関市生まれ。



め

ま

す

。

そ

の

う

ち

に

少

し

ず

つ

仲

間

の

輪

が

広

が

っ

て

い

き

、

平

成

18

年

頃

「

建

部

清

庵

に

学

ぶ

会

」

を

発

足

さ

せ

ま

す

。

数

年

の

活

動

の

後

、

会

の

目

指

す

も

の

や

組

織

体

制

な

ど

を

改

め

て

整

理

す

る

た

め

、

一

度

解

散

し

、

平

成

27

年

４

月

に

「

建

部

清

庵

文

化

顕

彰

会

」

を

発

足

。

会

長

の

小

田

嶋

次

勝

さ

ん

は

、

「

『

一

関

に

過

ぎ

た

る

も

の

は

(

後

略

)

』

と

謡

わ

れ

な

が

ら

、

市

民

で

も

清

庵

先

生

の

名

前

す

ら

知

ら

な

い

人

は

多

く

、

そ

の

功

績

を

顕

彰

す

る

と

い

っ

た

活

動

な

ど

が

十

分

と

は

言

え

な

い

状

態

だ

っ

た

。

飽

食

の

時

代

だ

か

ら

こ

そ

、

清

庵

先

生

が

著

し

た

山

野

草

の

も

つ

力

を

、

薬

食

同

源

や

山

野

草

ビ

ジ

ネ

ス

な

ど

に

活

用

し

、

健

康

的

で

安

全

な

食

生

活

に

つ

な

げ

て

い

き

た

い

と

い

う

思

い

だ

っ

た

」

と

発

足

の

背

景

を

語

り

ま

す

。

平

成

30

年

７

月

に

は

、

地

産

食

材

の

ブ

ラ

ン

ド

化

を

目

指

し

た

活

動

を

行

っ

て

い

た

「

清

庵

の

里

機

能

性

食

品

創

生

協

議

会

」

と

組

織

を

合

併

。

互

い

に

協

力

し

て

建

部

清

庵

の

功

績

を

後

世

に

継

承

し

て

い

く

べ

く

、

現

在

の

「

清

庵

の

里

」

が

誕

生

し

ま

し

た

。

同

会

は

部

会

制

を

と

っ

て

お

り

、

顕

彰

活

動

を

目

的

と

す

る

顕

彰

部

会

、

食

品

開

発

を

目

的

と

す

る

需

要

把

握

・

販

売

部

会

、

生

産

・

加

工

部

会

、

試

験

研

究

・

分

析

部

会

の

４

部

会

で

構

成

さ

れ

て

い

ま

す

。

佐

藤

さ

ん

は

、

「

最

初

は

野

草

が

好

き

で

始

め

た

集

ま

り

が

こ

ん

な

に

も

大

き

く

成

長

し

た

こ

と

に

は

驚

い

た

。

清

庵

先

生

の

功

績

を

伝

承

し

て

い

き

、

今

後

は

山

野

草

ビ

ジ

ネ

ス

を

も

っ

と

拡

充

さ

せ

て

、

フ

レ

ン

チ

な

ど

も

で

き

た

ら

嬉

し

い

」

と

今

後

の

抱

負

を

語

り

ま

す

。

同

会

で

は

野

草

を

も

っ

と

身

近

に

感

じ

て

も

ら

お

う

と

、

「

清

庵

Ｃ

ａ

ｆ

ｅ

料

理

教

室

」

や

四

季

折

々

の

食

べ

ら

れ

る

山

野

草

を

詰

め

た

「

清

庵

弁

当

」

の

販

売

、

子

ど

も

が

カ

ー

ド

ゲ

ー

ム

を

し

な

が

ら

楽

し

く

「

四

木

一

草

」

を

学

ぶ

「

リ

ス

ク

コ

ン

ベ

ン

シ

ョ

ン

カ

ー

ド

(

３

頁

上

部

写

真

参

照

)

」

の

制

作

な

ど

、

様

々

な

方

法

で

市

内

外

の

人

た

ち

へ

建

部

清

庵

の

功

績

を

伝

え

て

き

ま

し

た

。

小

田

嶋

さ

ん

と

佐

藤

さ

ん

は

、

「

建

部

清

庵

と

い

う

偉

人

を

通

じ

て

、

子

ど

も

や

若

者

が

郷

土

に

愛

着

と

誇

り

を

持

っ

て

も

ら

う

き

っ

か

け

に

な

れ

ば

と

思

う

。

ま

た

、

山

野

草

に

親

し

む

こ

と

に

よ

り

自

然

を

大

切

に

す

る

心

を

育

ん

で

も

ら

い

た

い

。

山

野

草

は

一

関

の

貴

重

な

資

源

。

そ

れ

を

ブ

ラ

ン

ド

化

し

、

一

関

を

元

気

に

し

て

い

き

た

い

」

と

笑

顔

で

語

り

ま

す

。

飽

食

の

時

代

の

今

、

と

り

わ

け

日

本

で

は

飢

饉

は

過

去

の

話

と

捉

え

ら

れ

が

ち

で

す

が

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

よ

う

な

新

興

感

染

症

や

自

然

災

害

に

対

し

て

の

備

え

と

し

て

も

、

先

人

の

残

し

た

知

恵

を

学

ぶ

機

会

は

今

な

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

佐藤紘子佐藤紘子佐藤紘子佐藤紘子さんさんさんさん

世嬉の一酒造(株)へ嫁

いできた佐藤さんは、

建部清庵の偉業に心を

打たれ、多くの人たち

に「つみ草料理」を伝

えてきました。

小田嶋次勝小田嶋次勝小田嶋次勝小田嶋次勝さんさんさんさん

公益財団法人岩手県南

技術研究センターの工

学博士を務める小田嶋

さんは、平成18年頃か

ら佐藤さんと一緒に活

動しています。

「

一

関

に

過

ぎ

た

る

も

の

は

二

つ

あ

り

、

時

の

太

鼓

と

建

部

清

庵

」

と

謡

わ

れ

る

建

部

清

庵

は

、

一

関

藩

の

藩

医

で

、

一

関

藩

外

か

ら

も

尊

敬

さ

れ

る

ほ

ど

の

医

術

の

持

ち

主

で

し

た

。

清

庵

は

医

者

と

し

て

優

れ

て

い

る

だ

け

で

は

な

く

、

救

荒

書

『

民

間

備

荒

録

』

と

『

備

荒

草

木

図

』

を

著

し

、

度

々

繰

り

返

さ

れ

る

凶

作

へ

の

備

え

と

、

飢

饉

の

際

に

起

き

る

様

々

な

問

題

へ

の

対

処

法

を

ま

と

め

た

ほ

か

、

飢

饉

に

備

え

た

「

四

木

一

草

」

の

栽

培

を

奨

励

す

る

な

ど

、

多

く

の

民

を

救

い

ま

す

。

当

市

が

誇

る

先

人

建

部

清

庵

が

推

奨

し

た

「

薬

食

同

源

」

の

考

え

方

や

知

恵

を

学

び

、

薬

草

や

自

然

の

植

物

を

資

源

と

し

て

捉

え

、

そ

の

活

用

方

法

を

次

世

代

に

伝

え

る

こ

と

で

建

部

清

庵

を

顕

彰

し

よ

う

と

活

動

し

て

い

る

の

が

「

清

庵

の

里

」

で

す

。

同

会

の

前

身

と

な

る

活

動

は

、

顧

問

の

佐

藤

紘

子

さ

ん

を

中

心

に

、

平

成

３

年

頃

か

ら

始

ま

り

ま

し

た

。

元

々

、

植

物

が

好

き

だ

っ

た

と

い

う

佐

藤

さ

ん

は

、

建

部

清

庵

の

教

え

に

よ

り

飢

饉

か

ら

人

々

を

救

っ

た

「

山

野

草

」

に

興

味

を

持

ち

、

複

数

の

知

人

と

野

草

の

効

能

な

ど

に

つ

い

て

勉

強

し

始

３４

団体

紹介

清庵清庵清庵清庵のののの里里里里

平成30年７月に発足し、法人会員28企

業・団体、個人会員60名が所属(令和３年

１月時点)。建部清庵(たけべせいあん)の

偉業を顕彰しながら山野草などを使った地

域経済の発展に資することを目的に活動中。

過

去

過

去

過

去

過

去

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

現

在

現

在

現

在

現

在

、、、、

そ

し

て

そ

し

て

そ

し

て

そ

し

て

未

来

未

来

未

来

未

来

へへへへ

伝伝伝伝

え

る

え

る

え

る

え

る

偉

人

が

残

し

た

功

績

を

顕

彰

し

、

学

ぶ

- Photo gallery -gallery -

イ

ベ

ン

ト

で

イ

ベ

ン

ト

で

イ

ベ

ン

ト

で

イ

ベ

ン

ト

で

Ｐ

Ｒ

Ｐ

Ｒ

Ｐ

Ｒ

Ｐ

Ｒ

一

関

市

内

で

行

わ

れ

る

イ

ベ

ン

ト

に

参

加

し

、

団

体

の

Ｐ

Ｒ

を

し

て

い

ま

す

。

写

真

は

「

い

ち

の

せ

き

市

民

フ

ェ

ス

タ

20

」

で

の

一

コ

マ

。

磐

井

川

河

川

磐

井

川

河

川

磐

井

川

河

川

磐

井

川

河

川

のののの

一

画

一

画

一

画

一

画

でででで

令

和

２

年

10

月

、

磐

井

河

川

緑

地

に

四

木

一

草

の

一

つ

菜

の

花

の

播

種

会

を

開

催

。

開

花

後

の

種

を

採

取

し

、

菜

種

油

に

変

身

さ

せ

る

予

定

で

す

。

食食食食

べ

ら

れ

る

べ

ら

れ

る

べ

ら

れ

る

べ

ら

れ

る

野

草

野

草

野

草

野

草

をををを

学学学学

ぶぶぶぶ

「

清

庵

ｃ

ａ

ｆ

ｅ

料

理

教

室

」

に

は

子

ど

も

も

参

加

。

こ

の

日

は

、

桑

の

葉

を

使

っ

た

「

桑

ベ

ー

ゼ

パ

ス

タ

」

作

り

に

挑

戦

し

ま

し

た

。

清

庵

清

庵

清

庵

清

庵

のののの

里里里里

ロ

ゴ

マ

ー

ク

ロ

ゴ

マ

ー

ク

ロ

ゴ

マ

ー

ク

ロ

ゴ

マ

ー

ク

建

部

清

庵

の

功

績

を

後

世

に

残

し

て

い

く

と

い

う

覚

悟

の

意

味

で

作

成

し

た

ロ

ゴ

マ

ー

ク

に

は

四

木

一

草

が

デ

ザ

イ

ン

さ

れ

て

い

ま

す

。

Ｑ.「建部清庵」とはどんな存在？

会長会長会長会長 顧問顧問顧問顧問

清庵の里

小

さ

な

輪

か

ら

大

き

な

輪

へ

おだしま つぎかつ さとう こうこ

Ａ.一関の恩人
Ａ.心のオアシス

今

だ

か

ら

こ

そ

歩

み

は

止

め

ず

〒021-0867 一関市駅前１番地（一関商工会議所内）

TEL：0191-23-3434／090-8256-2866（小川）

写真：オリジナルカードゲーム『四木一草』を

体験する子どもたち

※

１

※

２

※

３

※

４

※

２

１

０

４

種

類

の

植

物

の

詳

細

な

図

と

、

そ

れ

を

食

べ

る

際

の

調

理

法

や

注

意

点

が

記

さ

れ

て

お

り

、

文

字

の

読

め

な

い

民

も

正

し

い

知

識

を

得

る

こ

と

が

で

き

た

。

こ

れ

に

よ

り

飢

饉

の

際

に

毒

草

を

食

し

て

命

を

落

と

す

人

が

激

減

し

た

。

※

３

八

代

将

軍

徳

川

吉

宗

が

享

保

の

改

革

の

際

に

栽

培

を

奨

励

し

た

四

木

三

草

に

倣

い

、

建

部

清

庵

が

飢

饉

に

備

え

て

栽

培

す

る

よ

う

に

勧

め

た

４

種

の

木

(

柿

・

栗

・

桑

・

棗

)

と

１

種

の

草

(

菜

花

)

の

こ

と

。

こ

れ

ら

は

、

一

関

で

良

好

に

生

育

し

、

平

常

時

は

換

金

作

物

と

し

て

、

稲

作

だ

け

に

頼

り

不

安

定

で

あ

っ

た

農

民

の

収

入

を

助

け

、

延

い

て

は

藩

の

財

政

を

安

定

化

し

、

飢

饉

時

に

は

食

糧

と

す

る

こ

と

も

で

き

る

有

用

な

植

物

。

※

４

病

気

を

治

癒

す

る

「

薬

」

も

日

常

「

食

」

も

、

と

も

に

生

命

を

養

い

、

健

康

に

保

つ

た

め

に

は

欠

か

せ

な

い

も

の

で

源

は

同

じ

と

い

う

意

味

。

似

た

よ

う

な

意

味

で

「

医

食

同

源

」

と

い

う

の

も

あ

り

、

清

庵

の

里

で

は

ど

ち

ら

も

併

用

し

て

い

る

。

※

１

宝

暦

５

年

(

１

７

５

５

)

に

書

き

上

げ

た

飢

饉

対

策

を

説

い

た

救

荒

書

(

上

下

二

巻

)

。

野

草

を

食

べ

て

食

中

毒

に

な

り

、

命

を

縮

め

る

人

が

多

か

っ

た

た

め

、

85

種

の

植

物

の

性

質

、

味

と

毒

の

有

無

、

調

理

法

、

解

毒

法

、

医

学

的

効

用

等

が

記

さ

れ

た

。

明

和

８

年

(

１

７

７

１

)

に

江

戸

の

版

元

か

ら

出

版

さ

れ

、

全

国

に

広

ま

っ

た

。

※

５

※

５

平

成

28

年

４

月

に

発

足

。

そ

の

前

身

は

「

機

能

性

食

品

研

究

会

」

で

、

平

成

18

年

頃

か

ら

活

動

。



フ

。

赤

い

毛

糸

で

編

ん

だ

果

実

の

中

に

、

川

崎

町

薄

衣

の

浪

分

神

社

で

祈

祷

さ

れ

た

交

通

安

全

の

お

札

を

入

れ

、

フ

ェ

ル

ト

の

ヘ

タ

と

鈴

を

付

け

て

仕

上

げ

ま

す

。

実

際

の

イ

チ

ゴ

に

近

い

大

き

さ

で

作

ら

れ

た

こ

の

お

守

り

は

、

ま

る

で

本

物

の

イ

チ

ゴ

を

出

荷

す

る

か

の

よ

う

に

キ

レ

イ

に

箱

詰

め

さ

れ

た

状

態

で

届

け

る

こ

と

が

こ

だ

わ

り

。

女

性

な

ら

で

は

の

心

遣

い

と

工

夫

た

っ

ぷ

り

の

お

守

り

は

、

自

治

会

内

外

の

子

ど

も

た

ち

の

交

通

安

全

を

願

い

続

け

ま

す

。

文

化

部

が

主

と

な

っ

て

開

催

す

る

「

盆

踊

り

大

会

」

も

70

年

以

上

続

く

同

自

治

会

自

慢

の

行

事

で

、

千

葉

さ

ん

は

「

他

の

地

域

と

は

熱

量

が

違

う

」

と

誇

ら

し

げ

に

話

し

ま

す

。

そ

の

名

の

通

り

、

「

盆

踊

り

」

を

参

加

者

で

楽

し

み

ま

す

が

、

約

３

日

前

か

ら

盆

踊

り

の

練

習

の

た

め

に

集

ま

る

な

ど

、

当

日

以

外

の

交

流

の

機

会

に

も

な

っ

て

い

ま

す

。

会

場

と

な

る

の

は

、

自

治

会

内

に

あ

る

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

の

敷

地

。

そ

の

た

め

、

住

民

だ

け

で

は

な

く

、

入

所

者

や

職

員

、

お

盆

に

帰

省

す

る

人

な

ど

、

多

く

の

人

が

一

緒

に

な

っ

て

楽

し

み

ま

す

。

焼

き

鳥

な

ど

の

屋

台

が

出

店

し

て

い

た

時

期

も

あ

り

ま

し

た

が

、

参

加

者

の

減

少

と

運

営

の

厳

し

さ

か

ら

、

現

在

は

参

加

者

全

員

に

賞

品

が

当

た

る

抽

選

会

に

力

を

注

い

で

い

る

の

だ

と

か

。

「

抽

選

会

の

賞

品

は

日

用

品

な

の

で

、

も

ら

っ

て

損

を

す

る

こ

と

は

な

い

」

と

笑

顔

を

見

せ

る

千

葉

さ

ん

は

、

「

盆

踊

り

大

会

は

、

自

治

会

費

だ

け

で

は

賄

い

き

れ

ず

、

参

加

者

か

ら

の

お

祝

い

金

で

カ

バ

ー

し

て

い

る

と

こ

ろ

も

あ

る

。

長

年

続

け

て

い

る

か

ら

こ

そ

絶

や

し

て

は

い

け

な

い

し

、

そ

れ

を

住

民

も

分

か

っ

て

く

れ

て

い

る

か

ら

こ

そ

、

こ

こ

ま

で

続

け

て

こ

れ

た

」

と

続

け

ま

す

。

新

住

民

の

参

加

は

少

な

い

現

状

で

す

が

、

今

後

は

参

加

率

を

上

げ

る

工

夫

を

考

え

な

が

ら

、

「

笑

顔

の

輪

」

を

広

げ

て

い

き

ま

す

。

大

多

数

の

自

治

会

が

区

長

と

自

治

会

長

を

兼

任

す

る

川

崎

地

域

。

長

い

期

間

自

治

会

長

を

務

め

て

い

る

と

一

人

の

負

担

が

多

く

な

る

ほ

か

、

自

治

会

内

の

事

業

も

マ

ン

ネ

リ

化

し

て

し

ま

う

と

い

う

こ

と

か

ら

、

同

自

治

会

で

は

自

治

会

長

は

２

期

で

交

代

す

る

よ

う

心

掛

け

て

お

り

、

副

会

長

が

自

治

会

長

に

上

が

る

と

い

う

流

れ

も

作

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

、

副

会

長

に

は

あ

る

程

度

目

星

を

つ

け

て

い

た

人

を

配

置

し

、

自

治

会

長

の

仕

事

を

近

く

で

見

な

が

ら

、

次

期

自

治

会

長

の

育

成

期

間

と

し

て

捉

え

て

い

ま

す

。

令

和

３

年

２

月

に

行

わ

れ

た

臨

時

総

会

で

は

、

自

治

会

長

を

２

期

務

め

た

千

葉

さ

ん

か

ら

、

副

会

長

で

納

税

組

合

長

を

兼

任

し

て

い

た

菅

原

正

志

さ

ん

に

自

治

会

長

の

バ

ト

ン

が

渡

さ

れ

る

こ

と

が

決

定

。

長

年

続

け

て

き

た

事

業

も

大

切

に

し

な

が

ら

、

新

旧

住

民

の

交

流

や

関

わ

り

方

の

模

索

に

よ

り

力

を

入

れ

る

こ

と

で

、

住

み

良

い

地

域

を

目

指

し

て

い

き

ま

す

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長 ((((取材時取材時取材時取材時)))) 副会長副会長副会長副会長 ((((取材時取材時取材時取材時))))

千葉直志千葉直志千葉直志千葉直志さんさんさんさん

若い頃から自治会活動

に参加し、自治会長を

２期４年務める。今後

は、自治会のバック

アップに回っていくと

のこと。

菅原正志菅原正志菅原正志菅原正志さんさんさんさん

令和３年度からの自治

会長に選出された菅原

さんは、令和２年度ま

で川崎市民センター長

を長年務めてきた頼れ

る存在です。

国

道

２

８

４

号

線

薄

衣

バ

イ

パ

ス

の

開

通

や

、

平

成

15

年

の

「

道

の

駅

か

わ

さ

き

」

開

業

な

ど

で

、

交

通

拠

点

と

な

っ

た

川

崎

町

で

す

が

、

同

バ

イ

パ

ス

周

辺

は

水

害

が

多

発

す

る

湿

地

帯

だ

っ

た

た

め

、

同

エ

リ

ア

(

千

厩

川

支

流

沿

い

)

に

位

置

す

る

鴨

地

自

治

会

の

住

民

も

、

そ

の

多

く

は

山

間

部

の

高

台

に

居

住

し

て

い

た

の

だ

と

か

。

そ

れ

が

、

平

成

11

年

度

か

ら

行

わ

れ

た

北

上

川

(

砂

鉄

川

)

の

治

水

対

策

事

業

に

よ

っ

て

水

害

が

減

少

し

、

バ

イ

パ

ス

開

通

で

利

便

性

が

高

ま

る

と

、

自

治

会

内

に

は

市

営

住

宅

や

新

興

住

宅

が

建

ち

、

多

く

の

人

が

移

住

。

現

在

で

は

川

崎

町

内

で

一

番

多

い

人

口

・

世

帯

数

を

抱

え

る

自

治

会

と

な

り

ま

し

た

。

そ

ん

な

同

自

治

会

に

つ

い

て

自

治

会

長

(

取

材

当

時

)

の

千

葉

直

志

さ

ん

は

、

「

堤

防

が

で

き

て

か

ら

は

空

き

家

が

あ

っ

て

も

す

ぐ

埋

ま

る

よ

う

な

状

態

。

空

き

家

が

荒

ら

さ

れ

な

い

と

い

う

面

で

は

安

心

だ

が

、

新

し

く

移

り

住

ん

で

き

た

人

の

中

で

も

特

に

若

い

人

の

自

治

会

行

事

へ

の

参

加

は

少

な

い

。

ま

だ

自

治

会

に

溶

け

込

め

て

い

な

い

こ

と

も

あ

る

が

、

そ

れ

以

前

に

生

活

や

働

き

方

も

今

と

昔

で

は

全

く

違

う

こ

と

も

原

因

に

は

あ

る

」

と

悩

み

を

話

し

ま

す

。

少

し

で

も

新

旧

住

民

の

交

流

の

機

会

を

つ

く

ろ

う

と

、

同

自

治

会

で

は

、

新

し

く

転

入

し

て

き

た

人

を

総

会

に

招

待

し

、

そ

の

場

で

紹

介

す

る

と

い

う

取

り

組

み

を

行

っ

て

い

ま

す

が

、

本

人

が

参

加

す

る

ケ

ー

ス

は

少

な

い

と

の

こ

と

。

新

住

民

と

の

関

わ

り

方

を

模

索

し

な

が

ら

も

、

長

年

続

け

て

い

る

事

業

も

多

い

同

自

治

会

の

活

動

に

つ

い

て

お

話

を

伺

い

ま

し

た

。

長

年

取

り

組

み

続

け

て

い

る

事

業

の

１

つ

目

は

、

女

性

部

に

よ

る

子

ど

も

た

ち

の

見

守

り

事

業

で

す

。

川

崎

小

学

校

の

新

入

学

児

童

へ

、

手

作

り

の

交

通

安

全

お

守

り

「

愛

の

鈴

」

を

42

年

間

も

贈

り

続

け

て

い

ま

す

。

「

愛

の

鈴

」

は

、

旧

川

崎

村

が

特

産

化

を

目

指

し

て

い

た

イ

チ

ゴ

が

モ

チ

ー

鴨地自治会(通称：鴨地会)

５６

新

旧

住

民

新

旧

住

民

新

旧

住

民

新

旧

住

民

がががが

混

在

混

在

混

在

混

在

す

る

す

る

す

る

す

る

自

治

会

運

営

自

治

会

運

営

自

治

会

運

営

自

治

会

運

営

にににに

悩悩悩悩

み

な

が

ら

も

み

な

が

ら

も

み

な

が

ら

も

み

な

が

ら

も

川

崎

地

域

で

は

最

多

の

人

口

を

抱

え

て

- Photo gallery -gallery -

住

民

住

民

住

民

住

民

み

ん

な

で

み

ん

な

で

み

ん

な

で

み

ん

な

で

環

境

整

備

環

境

整

備

環

境

整

備

環

境

整

備

環

境

部

が

主

と

な

っ

て

行

う

春

と

秋

の

草

刈

り

に

は

、

多

く

の

住

民

が

参

加

し

、

自

治

会

内

を

通

る

新

旧

国

道

２

８

４

号

線

を

キ

レ

イ

に

し

ま

す

。

井

戸

端

会

議

井

戸

端

会

議

井

戸

端

会

議

井

戸

端

会

議

ス

ポ

ッ

ト

ス

ポ

ッ

ト

ス

ポ

ッ

ト

ス

ポ

ッ

ト

花

壇

の

横

に

設

置

し

た

イ

ス

と

テ

ー

ブ

ル

は

自

治

会

で

手

作

り

し

た

も

の

。

住

民

の

憩

い

の

場

と

し

て

利

用

さ

れ

て

い

ま

す

。

42424242

年

間

贈

年

間

贈

年

間

贈

年

間

贈

りりりり

続続続続

け

て

け

て

け

て

け

て

長

い

取

り

組

み

が

評

さ

れ

、

２

０

１

９

年

度

市

民

憲

章

で

表

彰

さ

れ

ま

し

た

。

鈴

の

音

は

子

ど

も

た

ち

が

元

気

に

歩

い

て

い

る

合

図

で

す

。

コ

ロ

ナ

コ

ロ

ナ

コ

ロ

ナ

コ

ロ

ナ

禍禍禍禍

のののの

臨

時

総

会

臨

時

総

会

臨

時

総

会

臨

時

総

会

例

年

は

自

治

会

員

も

参

加

し

ま

す

が

、

感

染

対

策

の

た

め

、

三

役

、

各

部

の

代

表

、

班

長

の

み

で

開

催

し

ま

し

た

(

令

和

３

年

２

月

14

日

)

。

地域

紹介

鴨地自治会鴨地自治会鴨地自治会鴨地自治会

国道284号線沿いに位置し、自治会内には

川崎運動広場、道の駅かわさき、川崎町の名

物「金時まんじゅう」を販売する湖月堂など

がある。98世帯280人ほどが暮らし、総務部、

体育部、環境部、文化部、女性部の５つの部

会で組織されている。

川崎

長

年

の

取

り

組

み

か

ら

生

ま

れ

る

「

笑

顔

の

輪

」

一

人

に

負

担

を

集

中

さ

せ

な

い

た

め

の

ル

ー

ル

ちば なおし すがわら まさし

Ａ.和と結束 Ａ.笑顔で元気な鴨地会

左の写真：世代間交流事業「スポーツ吹矢大会」（平成31年）



石

灰

岩

質

の

山

に

囲

ま

れ

、

古

く

か

ら

石

灰

の

町

と

し

て

知

ら

れ

る

東

山

町

に

は

、

多

く

の

洞

穴

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

一

つ

に

ロ

マ

ン

を

か

け

た

の

が

、

有

限

会

社

幽

玄

洞

観

光

の

初

代

代

表

取

締

役

社

長

・

渡

辺

和

男

さ

ん

で

す

。

昭

和

55

年

、

洞

穴

の

土

地

を

所

有

す

る

安

養

寺

で

、

洞

内

の

様

子

を

耳

に

し

た

和

男

さ

ん

。

町

内

の

有

志

２

名

と

と

も

に

、

旧

東

山

町

に

観

光

地

化

を

目

指

し

た

共

同

開

発

の

話

を

持

ち

掛

け

る

も

「

規

模

が

小

さ

い

た

め

不

適

当

」

と

い

う

調

査

結

果

に

よ

り

、

協

力

を

得

る

こ

と

に

失

敗

。

諦

め

き

れ

な

か

っ

た

３

人

は

起

業

し

、

独

自

で

洞

穴

の

開

発

工

事

に

着

手

し

ま

す

。

人

間

一

人

が

や

っ

と

入

れ

る

ほ

ど

の

洞

穴

に

ポ

ン

プ

で

水

を

注

入

し

、

内

部

の

泥

を

取

り

除

く

作

業

を

根

気

よ

く

続

け

て

い

く

と

、

な

ん

と

、

奥

行

き

１

３

０

ｍ

、

高

さ

２

ｍ

を

超

す

美

し

い

鍾

乳

洞

が

出

現

！

昭

和

56

年

３

月

、

「

こ

の

世

の

も

の

と

は

思

え

な

い

幽

玄

な

世

界

」

で

あ

る

こ

と

か

ら

「

幽

玄

洞

」

と

名

付

け

、

見

事

に

観

光

名

所

化

さ

せ

た

の

で

す

。

和

男

さ

ん

の

息

子

で

あ

り

、

現

代

表

(

５

代

目

)

の

渡

辺

和

敏

さ

ん

は

「

開

発

は

先

が

全

く

見

え

ず

、

家

族

会

議

の

中

で

私

た

ち

は

猛

反

対

で

し

た

。

で

も

父

は

『

商

売

の

博

打

は

し

ろ

』

と

い

う

人

だ

っ

た

の

で

…
…

」

と

、

当

初

は

反

対

の

立

場

だ

っ

た

こ

と

を

明

か

し

つ

つ

、

「

こ

こ

は

洞

窟

と

し

て

は

非

常

に

小

さ

い

規

模

で

す

が

、

岩

盤

上

で

ほ

ぼ

完

全

形

で

発

見

さ

れ

た

ウ

ミ

ユ

リ

の

『

が

く

』

の

化

石

は

日

本

で

唯

一

。

オ

ン

リ

ー

ワ

ン

の

場

所

で

す

」

と

誇

ら

し

げ

に

語

り

ま

す

。

東

山

町

内

に

は

高

等

学

校

が

な

い

た

め

、

地

元

の

中

学

生

は

地

域

外

の

高

等

学

校

等

に

進

学

せ

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

「

い

つ

ま

で

も

故

郷

を

忘

れ

な

い

で

」

「

地

元

の

景

観

に

誇

り

を

も

っ

て

」

と

い

う

思

い

か

ら

、

卒

業

記

念

と

し

て

、

約

25

年

前

か

ら

地

元

の

中

学

３

年

生

を

幽

玄

洞

に

招

待

し

て

い

ま

す

。

「

今

年

は

コ

ロ

ナ

禍

の

密

を

避

け

る

た

め

、

一

斉

招

待

で

は

な

く

、

入

洞

券

の

寄

贈

と

い

う

形

に

し

ま

し

た

。

こ

れ

を

き

っ

か

け

に

、

改

め

て

地

元

の

貴

重

な

時

の

流

れ

を

洞

内

で

感

じ

、

そ

し

て

誇

り

に

感

じ

て

も

ら

え

れ

ば

と

思

い

ま

す

」

と

語

る

和

敏

さ

ん

も

、

一

度

地

元

を

離

れ

、

経

験

を

重

ね

て

Ｕ

タ

ー

ン

し

て

き

た

一

人

。

「

希

望

溢

れ

る

次

世

代

の

た

め

に

、

こ

の

洞

窟

の

景

観

を

残

し

続

け

た

い

」

と

続

け

ま

す

。

現

在

、

地

域

情

報

の

発

信

に

も

力

を

入

れ

て

い

る

同

社

。

「

洞

窟

に

は

四

季

が

な

く

、

年

中

同

じ

風

景

で

す

。

そ

こ

で

ス

タ

ッ

フ

が

地

域

を

め

ぐ

り

、

花

々

や

虫

、

川

、

紅

葉

や

雪

景

色

等

の

四

季

が

伝

わ

る

情

報

の

ほ

か

、

地

元

の

食

堂

情

報

や

学

校

の

行

事

、

地

域

活

動

な

ど

、

本

当

に

身

近

な

話

題

を

様

々

提

供

し

て

い

ま

す

。

将

来

的

に

は

地

域

の

情

報

を

持

ち

込

ん

で

も

ら

え

る

よ

う

な

『

ホ

ッ

と

な

場

』

に

な

れ

ば

い

い

な

と

模

索

中

で

す

」

と

、

地

域

に

根

差

し

た

観

光

地

と

し

て

、

幽

玄

で

あ

り

な

が

ら

も

身

近

な

空

間

を

提

供

し

続

け

ま

す

。

７

企業

紹介

有限会社 幽玄洞観光東山

３億5000万年前の地層を持つ鍾乳洞「幽玄洞」は、全長500ｍの洞内に鍾乳石

や石柱、つらら石、地底湖など自然の造形美に溢れ、側面にはウミユリや三葉

虫など、当時の生物の化石が多数露出しています。特にウミユリの「がく」が

岩盤上では日本で初めて完全形に近い形で発見されたことから、幽玄洞は学術

的にも脚光を浴び、「自然洞窟博物館」というキャッチフレーズが付けられま

した。幽玄洞の魅力だけならず、スタッフが収集した地域情報(ローカルネタ)

を、週１～２回程度、自社のホームページで発信することにも注力しています。

３３３３億億億億5000500050005000万年前万年前万年前万年前のののの洞窟景観洞窟景観洞窟景観洞窟景観をををを次次次次のののの世代世代世代世代にもにもにもにも

洞

穴

に

夢

を

か

け

た

有

志

が

神

秘

の

世

界

を

発

掘

１

洞窟に隣接する「幽玄洞展示館」。

DATA

〒029-0302

一関市東山町長坂字東本町154-1

TEL＆FAX 0191-47-3303

HP http://yuugendo.sakura.ne.jp

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第25252525話話話話

地域運営の落とし穴⑨
今月のテーマ

見

て

触

れ

て

学

ぶ

場

を

郷

土

の

誇

り

の

一

つ

に

洞内の見どころ「豊乳浄土」。洞

内の気温は年中一定。夏は涼しく、

冬は外よりも温かい。

５代目代表取締役社長・渡辺和敏

さん。もともとは、同町内和光堂

(文具書店)の代表。一社)一関観光

協会東山の会長も担っています。

地域づくりに「オンライン」はマッチするか？

地域企業の理念にせまります。

２

３

８

※

１

昭

和

55

年

の

第

1

次

開

発

工

事

で

は

内

部

清

掃

作

業

や

洞

内

調

査

。

昭

和

56

年

に

古

生

代

生

物

・

ウ

ミ

ユ

リ

の

「

が

く

」

の

化

石

発

見

。

昭

和

57

年

、

第

２

次

開

発

工

事

で

支

洞

を

開

口

。

平

成

５

年

の

第

３

次

開

発

工

事

で

は

現

在

の

入

り

口

を

掘

り

当

て

る

こ

と

に

成

功

。

※

１

が現状。 各家庭におけるインターネット環境の整備が進んできていることは確かなのですが、全世帯完備とはいか

ず、さらにインターネットユーザーすべてがZOOMZOOMZOOMZOOMやSkypeSkypeSkypeSkype等のオンライン会議ツールを使えるか(機材・機種の問題、

知識・理解力の問題)というとそうでもありません。

自治会館自治会館自治会館自治会館などなどなどなど集落集落集落集落のののの拠点拠点拠点拠点に目を移せば、‘‘‘‘集会集会集会集会’’’’機能機能機能機能がメインがメインがメインがメインで建てられているため、インターネット環境が整

備されておらず、オンライン会議には不向きな状況。自治会長さんに会うたびに聞いてみているのですが、オンラ

イン会議を導入している地域は見つかりませんでした(令和３年３月現在)。しかし、みなさんが口々に言うのは、

「「「「我々我々我々我々のののの年代年代年代年代ではではではでは、、、、オンラインオンラインオンラインオンライン会議会議会議会議はははは無理無理無理無理だがだがだがだが、、、、若若若若いいいい人人人人たちならたちならたちならたちなら必要必要必要必要なのではないかなのではないかなのではないかなのではないか」」」」ということ。次世代を考え

たら、オンライン会議は日常的なものになっているのかもしれませんが、今は難しいでしょう。

例えば、行政などが「行政区長会議をオンラインで行います」という流れを作ると、地域におけるオンライン会

議の普及速度は早まるかもしれませんが、任期で人が入れ替わるため、個人宅の環境整備にまで行政が着手するか

と言えばできません。とすると、自治会館など、集落の拠点施設への環境整備は考えられますが、自治会館は行政

施設ではないため、インフラ工事はやはり難しく……。便利なツールではあるものの、地域地域地域地域コミュニティのようにコミュニティのようにコミュニティのようにコミュニティのように

不特定多数不特定多数不特定多数不特定多数のののの人人人人たちがたちがたちがたちが入入入入れれれれ替替替替わりでわりでわりでわりで関関関関わるわるわるわる場面場面場面場面におけるオンラインにおけるオンラインにおけるオンラインにおけるオンライン会議会議会議会議のののの導入導入導入導入はははは、、、、簡単簡単簡単簡単なようでなようでなようでなようで難難難難しいしいしいしいのでしょう。

ただし、地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける「「「「ICTICTICTICT」」」」のののの導入導入導入導入などもなどもなどもなども施策施策施策施策としてとしてとしてとして考考考考えられているえられているえられているえられているため、自治会館自治会館自治会館自治会館などへのインターネットなどへのインターネットなどへのインターネットなどへのインターネット環環環環

境境境境のののの普及普及普及普及はははは近近近近いいいいと思われます。

最後に、自治会内自治会内自治会内自治会内やややや消防団消防団消防団消防団でででで「「「「LINELINELINELINEグループグループグループグループ」」」」をををを作作作作ってってってって、、、、情報情報情報情報のののの共有共有共有共有をををを始始始始めているめているめているめているという話も耳にしています。

ZOOM等を活用したオンライン会議までハードルをあげなくても(オンライン会議をやろうとすると逆に人が離れてし

まう落とし穴にはまりそうですので)、今や身近なコミュニケーションツールとして定着した「「「「LINELINELINELINE」」」」のののの活用活用活用活用がががが、、、、地地地地

域域域域コミュニティにおけるオンラインコミュニティにおけるオンラインコミュニティにおけるオンラインコミュニティにおけるオンライン化化化化のののの適当適当適当適当なレベルなレベルなレベルなレベルなのかもしれません。

■■■■テレワークやローテーションテレワークやローテーションテレワークやローテーションテレワークやローテーション勤務勤務勤務勤務 ■■■■時差出勤時差出勤時差出勤時差出勤でゆったりとでゆったりとでゆったりとでゆったりと

■■■■オフィスはひろびろとオフィスはひろびろとオフィスはひろびろとオフィスはひろびろと ■■■■会議会議会議会議はオンラインはオンラインはオンラインはオンライン

■■■■対面対面対面対面でのでのでのでの打合打合打合打合せはせはせはせは換気換気換気換気とマスクとマスクとマスクとマスク

ここ最近で身近な言葉となった「「「「テレワークテレワークテレワークテレワーク」」」」や「「「「オンラインオンラインオンラインオンライン会議会議会議会議」」」」

は、コロナ禍以前から存在してはいたものの、コロナ禍によって普及が

加速したことは間違いありません。当センターも、オンライン会議など

無縁の状態でしたが、コロナ禍で必要にかられ、導入しました。

そんな「オンライン会議」ですが、自治会自治会自治会自治会などのなどのなどのなどの地域地域地域地域コミュニティやコミュニティやコミュニティやコミュニティや地地地地

域域域域づくりのづくりのづくりのづくりの場面場面場面場面でもマッチするかでもマッチするかでもマッチするかでもマッチするか考えてみます。

仕事の場においてのオンライン会議は、職場内にインターネット環境

が整ってさえいれば、必要に応じて機材を揃えるだけで導入は容易です

が、地域地域地域地域のののの会議会議会議会議・・・・会合会合会合会合でのでのでのでの導入導入導入導入となるととなるととなるととなると、、、、環境整備環境整備環境整備環境整備のハードルがのハードルがのハードルがのハードルが高高高高いいいいの

働働働働きききき方方方方のののの新新新新しいスタイルしいスタイルしいスタイルしいスタイル（厚生労働省）

▲当センターの月例スタッフ会議(一関-千厩)

を「ZOOM」というサービスを活用してオンライ

ンで行った時の様子

※１ 情報通信技術を活用し、時間や場所の制約を受けずに、柔軟に働く勤労形態の一種

※２ Web会議やテレビ会議など、モニターやカメラ、マイクを使って遠隔地の人と画面越しに会議や打ち合わせができる仕組みの総称

※３ ZOOM、Skypeともに世界中で使用されているオンラインコミュニケーションツールの一種で、ビデオ通話が可能

※４ 「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の略で、通信技術を活用したコミュニケーション、通信技術を利用した産業やサービスなどの総称

※５ スマートフォンやパソコン等で使用可能な無料のコミュニケーションツール「LINE」の機能の１つで、３人以上のユーザーが共通のトークルームで継続的に会話をす

ることができる。

※１ ※２

※３

※４

※５

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために「「「「新新新新しいしいしいしい生活様式生活様式生活様式生活様式」」」」が提案され、早一年が経過しようとし

ています。国内でもワクチン接種が始まったものの、ウイルスが消滅するわけではないので、依然、「withコロ

ナ」時代は継続となります。

さて、「新しい生活様式」の実践の中では「「「「働働働働きききき方方方方のののの新新新新しいスタイルしいスタイルしいスタイルしいスタイル」」」」も推奨され、社会は著しく変化しまし

た。2020年５月に厚生労働省が提示した「『新しい生活様式』の実践例」の中で、「働き方の新しいスタイル」

は以下のように提案されています。



昭

和

40

年

に

は

６

千

６

百

戸

を

超

す
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ば

こ
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の

、

現
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で

は

わ

ず

か

69696969
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し

か
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て

い

な

い

当
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岩

手
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全

体

で
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０
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に

、
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合
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に

せ

ざ
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現

在

当

地

域

に

は

２２２２

組

合
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合
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合

組

合

の

み
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こ

の

う

ち

、

大

東

町

の

葉

た

ば

こ

農

家

14

戸

で

組

織

す

る

「

野

田

葉

タ

バ

コ

生

産

組

合

」

及

び

菅

原

五

三

男

さ

ん

に

密

着

し

、

葉

た

ば

こ

栽

培

の

現

場

を

見

学

(

時

に

体

験

)

！

前

号

で

は

組

合

員

が

協

力

し

て

行

う

種

ま

き

か

ら

、

各

農

家

に

配

布

さ

れ

た

苗

を

ポ

ッ

ト

へ

移

植

す

る

作

業

ま

で

を

ご

紹

介

し

ま

し

た

。

センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
54545454

９10

種まきから約１か月後の５月初

旬、苗箱からポットに移植し、ハ

ウスで成長させていた苗を畑へ定

植(右写真)。菅原さん宅では夫婦

で息を合わせ、約約約約２２２２日日日日かけてかけてかけてかけて１１１１万万万万

100100100100本本本本ものものものもの苗苗苗苗をををを定植定植定植定植します(10101010ａａａａにににに

つきつきつきつき2,5252,5252,5252,525本本本本のののの契約栽培契約栽培契約栽培契約栽培)。

密着！密着！密着！密着！

葉たばこ栽培葉たばこ栽培葉たばこ栽培葉たばこ栽培

～～～～定植定植定植定植▶▶▶▶出荷出荷出荷出荷～～～～

かつては盛んだったはずが、今となっては希少になりつつある「お仕事」やその技

術等を調査する「仕事の流儀」シリーズ。県全体で見ると最盛期の３割程度にまで従

事者が減ってしまった「「「「葉葉葉葉たばこたばこたばこたばこ農家農家農家農家」」」」。煙草の善悪とは関係なく、一つの「産業文

化」の記録として「葉たばこ」に関するあれこれをご紹介！前編前編前編前編(2020(2020(2020(2020年年年年７７７７月号月号月号月号))))ではではではでは

当地域当地域当地域当地域におけるにおけるにおけるにおける葉葉葉葉たばこのたばこのたばこのたばこの歴史歴史歴史歴史をご紹介しましたが、先月号先月号先月号先月号・・・・今月今月今月今月号号号号ではではではでは葉葉葉葉たばこたばこたばこたばこ農農農農

家家家家さんのさんのさんのさんの１１１１年年年年をご紹介しています。 ※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

前

号

ま

で

の

あ

ら

す
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おおよそのおおよそのおおよそのおおよその時期時期時期時期 主主主主なななな作業内容作業内容作業内容作業内容 作業単位作業単位作業単位作業単位

３月２０日頃 種まき

組合

４月１０日頃 苗配布

～４月中旬 移植(花植作業)

各農家

４月下旬 土壌づくり

５月初旬 定植

６月２０日頃 心止め＆収穫①

７月上旬 収穫②

７月下旬～８月上旬 収穫③

～１１月 乾燥作業

１１月中旬 圧縮梱包

１２月中旬 出荷(回収)

菅原五三男菅原五三男菅原五三男菅原五三男さんさんさんさん

昭和28年大東町興田生まれ。海員高等学校卒業後

は貨物船の船乗りとなりますが、26歳で結婚し、

大原に婿に入ったことで専業農家へ。

野田葉タバコ生産組合の作業スケジュール

特にも密着させていただいた農家さん

③③③③

④④④④ ⑤⑤⑤⑤ ⑥⑥⑥⑥ ⑦⑦⑦⑦ ⑧⑧⑧⑧

②②②②①①①①

⑪⑪⑪⑪

⑫⑫⑫⑫ ⑬⑬⑬⑬ ⑭⑭⑭⑭ ⑮⑮⑮⑮ ⑯⑯⑯⑯

⑨⑨⑨⑨ ⑩⑩⑩⑩

先月号からのつづき

定植から約１か月半後、葉たばこは約１ｍの高さに成長！いよいよ収穫が始まります。手作業で１１１１枚枚枚枚１１１１枚茎枚茎枚茎枚茎かかかか

らららら葉葉葉葉をををを切切切切りりりり取取取取っていきますっていきますっていきますっていきます。下下下下のののの葉葉葉葉からからからから収穫収穫収穫収穫していくしていくしていくしていくので、しゃがんでの作業が続きます……(写真①)。収穫し

た葉はすぐに「「「「縄挟縄挟縄挟縄挟みみみみ((((通称通称通称通称))))」」」」と呼ばれる作業へ(写真②)。菅原家では奥さまが収穫し、収穫した葉の運搬と縄

挟み作業を五三男さんが担当します。

「縄挟み」では、縄縄縄縄をををを交差交差交差交差させさせさせさせ、、、、そのそのそのその間間間間にににに葉葉葉葉のののの茎茎茎茎をををを１１１１本本本本ずつずつずつずつ挟挟挟挟みみみみ込込込込みますみますみますみます(写真④)。近年はこの作業も機械化

されていたり、乾燥させる環境に応じて、やり方は異なるのだとか。ちなみに、葉に含まれるアブラにより、作

業をしている手はあっという間に黒く、ベトベトに(当センター密着スタッフ談)！

「縄挟み」が終了した葉は順次乾燥乾燥乾燥乾燥に回します。時期にもよりますが、ハウス内(写真⑤)のほか、夏場は外で

自然乾燥させることも(写真③)。約１か月後には茶色くシワシワした状態に(写真⑥)、２か月経過するとさらに

乾燥が進み、ガサガサとした状態になります(写真⑧)。ちなみにこの乾燥作業も、機械管理できる乾燥施設が普

及(写真⑦)。室温室温室温室温35353535℃℃℃℃、、、、湿度湿度湿度湿度75757575％～％～％～％～85858585％％％％でででで管理管理管理管理します。

葉たばこの葉は、大大大大きいものできいものできいものできいもので

長長長長ささささ約約約約70707070㎝、㎝、㎝、㎝、幅幅幅幅がががが約約約約30303030㎝㎝㎝㎝もの大き

さになります。

１１１１本本本本のののの茎茎茎茎にににに20202020枚枚枚枚～～～～25252525枚枚枚枚のののの葉葉葉葉がつ

きますが、茎茎茎茎につくにつくにつくにつく位置位置位置位置によってによってによってによって

大大大大きくきくきくきく４４４４つつつつ((((左図参照左図参照左図参照左図参照))))にににに分分分分けられけられけられけられ

ますますますます(５～６つに分けられた時代

も)。これは、上の方の葉(上葉や

本葉の上位)にはニコチンニコチンニコチンニコチンが多く

含まれるなど、位置位置位置位置によってによってによってによって成分成分成分成分

含有量含有量含有量含有量がががが異異異異なるなるなるなるためで、時代に

よって需要(≒買取値)が変遷して

いるのだとか。

乾燥させた葉葉葉葉はははは、、、、４４４４つのつのつのつの着位毎着位毎着位毎着位毎

にににに出荷出荷出荷出荷され、リーフグレーダーリーフグレーダーリーフグレーダーリーフグレーダー

((((鑑定員鑑定員鑑定員鑑定員))))がががが格付格付格付格付けけけけ。。。。１１１１㎏㎏㎏㎏あたりあたりあたりあたり

1,8001,8001,8001,800円円円円～～～～2,0002,0002,0002,000円程円程円程円程で売買されま

す。

※ちなみに2020年の菅原家では、

10101010ａａａａあたりあたりあたりあたり175175175175㎏㎏㎏㎏と例年より少な

い収量でした。

乾燥が済むと「「「「葉抜葉抜葉抜葉抜きききき((((縄外縄外縄外縄外しししし))))」」」」作業。１枚１枚手作業で縄から外す生産者さんもいれば(写真⑨)、機械化し

ている生産者さんも(写真⑯)。外した葉は、選別選別選別選別(写真⑬)と「「「「葉拭葉拭葉拭葉拭きききき((((カビカビカビカビ取取取取りりりり))))」」」」を行い、次は通称通称通称通称「「「「底底底底なしなしなしなし

ボックスボックスボックスボックス」」」」とととと呼呼呼呼ばれるばれるばれるばれる専用専用専用専用のののの箱箱箱箱へへへへ(写真⑩)。この箱の中でさらに水分を抜き、カビの発生を抑制します。葉葉葉葉たばたばたばたば

このこのこのこの味味味味とととと香香香香りをりをりをりを決決決決めるめるめるめる重要重要重要重要なななな工程工程工程工程がこのがこのがこのがこの乾燥作業乾燥作業乾燥作業乾燥作業((((熟成期間熟成期間熟成期間熟成期間))))なのだとか(写真⑫)。

11月中旬、水分水分水分水分がしっかりがしっかりがしっかりがしっかり抜抜抜抜けたけたけたけた葉葉葉葉はははは、、、、圧縮梱包機圧縮梱包機圧縮梱包機圧縮梱包機へへへへ(写真⑪)。この機械は圧縮と同時に梱包が可能(写真⑭)。

梱包が完了した葉たばこ(写真⑮)は、12月中旬にＪＴＪＴＪＴＪＴのののの専用専用専用専用トラックトラックトラックトラックでででで回収回収回収回収、青森・秋田・岩手の葉たばこが集

まる「盛岡ＪＴリーフセンター」へと運ばれ、リーフグレーダーリーフグレーダーリーフグレーダーリーフグレーダー((((鑑定員鑑定員鑑定員鑑定員))))がががが格付格付格付格付けけけけ。生産者の役目は終了です。

機械化も進む葉たばこ栽培ですが、それでも同組合の３分の２の農家さんでは後継者がいないのだとか……。

地域の「産業文化」として、これまでに培われてきた技術と経験は後世にも伝えていきたいものです。

あくまでも

葉が主役の葉たばこは、

葉に充分な栄養を行き

渡らせるため、花花花花はははは咲咲咲咲

くとくとくとくと同時同時同時同時にににに切切切切りりりり落落落落とすとすとすとす。

この作業は「「「「心止心止心止心止めめめめ」」」」

と呼ばれ、葉の収穫作

業と同時進行で行われる。

※満開になる前に見つけると切り取られる。

生産地に

適した(強い)種類が生

産される葉たばこです

が、それでも病害虫の

被害が発生。特に多い

のが害虫害虫害虫害虫や、天候不順天候不順天候不順天候不順

による被害。

葉が赤くなってしまったり、

虫喰い状態になってしまったり……。

収穫作業中の
奥さま

種類にもよるが、

成長すれば茎は２２２２ｍｍｍｍにも及ぶ。

葉たばこ栽培 豆知識

※大原の生産者さん

当センタースタッフ

専用の移植器を使用

中葉中葉中葉中葉

合葉合葉合葉合葉

本葉本葉本葉本葉

上葉上葉上葉上葉

花花花花 (心止めする)

(３枚程度)

(10枚程度)

(５枚程度)

(５枚程度)


